
自然体験がつくる生きる力
Nヒ トの大脳の発達と子どもの体験・体感の重要性 ～

はじめに
かつて子どもたちは野山で遊び,そのなかで自然

や命について学び成長 してきました しか し,最近は

子どものサンマ (三間)が足りないと言われ,遊びの「時

間」「空間」「イ中間」が失われてきています その結果′

家の中でテ レビやコンピユーターゲームで遊ぶ時間が

増え′子どものライフスタイルは大きく変わつていま

す しか し子どもの遊びでの自然や命との体験・体感は ,

発達心理学や脳科学の視点からも子どもの生きる力を

育むために必要不可欠なものであることがわかつてき

ました

1。 日本の子どもの心の問題と自然環境
豊かで平和な日本ですが′日本の子どもたちは他の

国に比べ孤独感が極めて大きいとの調査結果があ りま

す (UNICEF,2007)そ して子どもの学習面や行動面では′

ADHD(注意欠陥多動性障害)や LD(学習障害)が増え′

最近では児童の 60/0以上 (約 16人に 1人の害」合)がそ

のような状況ということです

近年′少年犯罪が増加 しています 子どもの道徳観・

正義感は生活体験および自然体験の豊富さと高い相関

関係があることが示されています (文部省生涯学習審

千葉県立中央博物館・生物多様性センター 中村俊 彦

議会′1999)自然体験の希薄な子どもは道徳観・正義

感が衰退 していくばかりか,地域の自然環境の後退は

子どもの身体及び精神の健康を損ねる傾向も示されて

います

このような ADHDをはじめ現代の子どもたちの精神

的な異常事態に対し, リチヤー ド・ループ (2006)は

自然とのかかわりが欠損したためとし「自然欠損障害

(nature― dendt disOrder)」 の言葉と共に,子 どもの成

長において自然にふれることの重要性を述べています
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2。 自然欠損障害の脳への影響
近年の子どもは,家の中でのテレビやコンピユーター

ゲームの遊びが多いものの,子どもが遊びたい場所は,

森林や海′川沼などであり,子 どもたちは自然や生き

物とのふれ合いを求めている状況です

自然とのかかわりのなかで進化を遂げた動物の一種

のヒトですが′その成長においても自然とのかかわり

は必要不可欠です したがつて子どもの自然欠損はス

トレスです 最近の研究では,児童のス トレスは大脳

皮質の容量など脳に様々な影響を及ぼしていることが

確認されています

現代の
「

化の影響は脳へも影響し′過度のゲーム依

存の人の脳波は,認知症の人の脳波に類似することが

知られ,ま たは′幼児から中学生までの約束ごとの理

解とその認識の反応 (GO/NO GO課題)か ら大脳の活

動についての実験調査をおこない 1969年の子どもに比
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べ,テ レビやテレビゲームが普及した 1979年の結果で

は不活性型の子どもが多く,脳の発達が遅れているこ

とを指摘した研究もあります

3.脳科学からみた自然体験の重要性
他の動物と比べ大脳の発達が著しいヒトですが,大

脳皮質の神経細胞の数は平均で 140億個とされていま

す。その数は出生直後が最大で,その後は減少します

また神経細胞同士の連結部位のシナップスも 1～ 3才
ぐらいがピークであり,その後は漸減することが明ら

かになっています 「三つ子の魂百までも」と言われ,

その時期の体験・体感が重要と言われてきましたが′

乳児期・幼児期に使われることのなかった神経細胞と
シナップスは,不必要かつ無駄として削除されてしま

うのです

このように子どもの時期は,脳神経とそのネットワー

クを整備する時期であり,自然体験による五感刺激は,

脳の発達にとっても必要不可欠なものと言えます
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4.子どもの生きる力とやさしい心を
育む自然・命とのふれあい

全ての動物にとって′成長に応じた生きる力の修得

はその個体の存続を左右します 生まれてまずは,母
親にしつかり自分の存在を「自己主張」し′その庇護

を獲得することです しかしその間に子どもは自立に

備えて,自 身で食料を探し出したり′危険を回避 した

りと言つた「外界認識」の力を身につけなければなり

ません

母親といつしょにタンポポを手にする野の出会いか

ら,や がて自分で歩き出し地面を動くダンゴムシやア

リに夢中になる そして近くの水辺でザリガニを釣り′

友だちといつしょに森に出かけカブ トムシを捕るよう

にもなる 子どもの成長にともなつて,タ ンポポ世代′

ダンゴムシ世代′ザリガニ世代′カブ トムシ世代と生物・

生命とのかかわ りが自然観・生命観を育み,外界認識の

力を養います そ して自立 しつつも他の人や環境に適応

する力,すなわち自然及び他人とのかかわりを通 じて社

会への「環境適応Jの力が養われます

自然の中での子どもたちの遊びは,互いの助け合いや

分かち合いを育みます 学校ビオ トープの効果として,「子

どもがやさしくなった」と言つた状況も報告されていま

す

おわりに
森林のすがすが しい空気にひたり,ま た樹木からの芳

香性物質の効果に対 し「森林浴」の言葉も用いられ′子

どもの保育や学習,さ らに高齢者の健康維持′また認知

症や知的障害者にも大きな効果が認められ「森林療法」

また「森林療育Jと よばれるようになっています

多くの感動とともに感性を磨き健全な自然観・生命観

を培 う子どもの自然体験の重要性を理解 し′子どもがお

もいっきり自然に遊び学んで生命 (いのち)を体感でき

る空間と時間また仲間を確保 していくことは,私たち全

ての大人の責務であるとおもいます
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